
農
業
者
の
た
め
の
公
的
年
金
で
あ

る
農
業
者
年
金
は
、
自
分
で
納
め
た

保
険
料
と
そ
の
運
用
益
を
原
資
と
し

て
支
給
さ
れ
る
「
確
定
拠
出
型
年
金
」

で
す
。
ま
た
、
支
払
っ
た
保
険
料
は
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に

な
る
な
ど
、
農
業
者
に
と
っ
て
メ
リ
ッ

ト
の
多
い
内
容
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

老
後
の
生
活
に
備
え
加
入
を
考
え
ま

せ
ん
か
？

○
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
は
誰

で
も
加
入
で
き
ま
す
。

20
歳
以
上
60
歳
未
満
で
あ
る
国
民

年
金
1
号
被
保
険
者
で
、
年
間
60
日

以
上
、
農
業
に
従
事
し
て
い
れ
ば
、

誰
で
も
（
配
偶
者
や
後
継
者
も
可
）

加
入
で
き
ま
す
。

○
少
子
高
齢
化
に
強
い
年
金
で
す
。

自
ら
積
み
立
て
た
保
険
料
と
そ
の

運
用
益
に
よ
り
将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
決
ま
る
「
積
立
方
式
（
確
定
拠

出
型
）
」
で
、
加
入
者
・
受
給
者
の

数
に
左
右
さ
れ
に
く
い
年
金
で
す
。

○
保
険
料
の
額
は
自
由
に
決
め
ら
れ

ま
す
。

保
険
料
は
月
額
２
万
円
か
ら
６
万

７
千
円
ま
で
の
千
円
単
位
で
自
由
に

設
定
で
き
、
経
営
状
況
に
応
じ
て
い

つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

○
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証
付

き
で
す
。

年
金
は
原
則
65
歳
か
ら
生
涯
支
給

さ
れ
、
仮
に
80
歳
前
に
死
亡
し
た
場

合
で
も
、
80
歳
ま
で
受
け
取
れ
る
は

ず
で
あ
っ
た
老
齢
基
礎
年
金
が
死
亡

一
時
金
と
し
て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま

す
。

○
税
制
面
で
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま

す
。支

払
っ
た
保
険
料
は
、
全
額
が
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
、
所

得
税
・
住
民
税
が
節
税
に
な
り
ま
す
。

65
歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
国
民
年
金
と

あ
わ
せ
て
年
額
120
万
円
ま
で
は
非
課

税
と
な
り
ま
す
。

○
担
い
手
を
対
象
に
保
険
料
の
国
庫

補
助
が
あ
り
ま
す
。

認
定
農
業
者
で
青
色
申
告
者
で
あ

る
な
ど
の
要
件
を
満
た
し
た
方
に
は
、

保
険
料
の
国
庫
補
助
（
月
額
１
万
円
）

が
あ
り
ま
す
。

農
地
は
、
大
切
な
食
料
の
供
給
基

盤
で
あ
り
、
一
度
、
農
地
以
外
に
転

用
さ
れ
る
と
元
に
戻
す
こ
と
が
極
め

て
難
し
い
こ
と
か
ら
、
無
秩
序
な
転

用
を
防
止
し
、
農
地
制
度
に
基
づ
い

て
転
用
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
地
転
用
制
度
で
は
、

優
良
農
地
を
確
保
す
る
た
め
、
農
地

の
優
良
性
や
周
辺
の
土
地
利
用
状
況

等
に
よ
り
農
地
を
区
分
し
、
転
用
を

農
業
上
の
利
用
に
支
障
が
少
な
い
土

地
に
誘
導
す
る
と
と
も
に
具
体
的
な

転
用
目
的
を
有
し
な
い
投
機
目
的
、

資
産
保
有
目
的
で
の
農
地
の
取
得
は

認
め
な
い
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

８
月
５
日
・
６
日
に
、
本
宮
市
家

畜
市
場
で
肉
用
子
牛
セ
リ
市
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
４
月
か
ら
の
取
引
価

格
は
高
値
取
引
が
続
い
て
、
落
札
価

格
90
万
越
え
が
２
頭
出
る
な
ど
、
生

産
者
に
と
っ
て
は
励
み
に
な
る
価
格

状
況
で
す
。

今
後
は
、
高
値
へ
の
警
戒
感
は
持

た
れ
て
い
る
も
の
の
、
構
造
的
な
素

牛
不
足
か
ら
引
き
続
き
堅
調
な
推
移

が
見
込
ま
れ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

畑
作
専
門
員
会
で
は
、
６
月
24
日

（
水
）
村
内
の
葉
た
ば
こ
生
育
調
査

を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
平
田

た
ば
こ
耕
作
協
議
会
・
Ｊ
Ａ
平
田
支

店
と
の
合
同
事
業
で
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。

今
年
の
葉
た
ば
こ
生
育
状
況
は
順

調
で
、
当
日
も
２
件
の
収
穫
作
業
中

の
生
産
者
と
意
見
交
換
や
作
業
現
場

の
確
認
を
す
る
な
ど
し
て
調
査
を
行

い
ま
し
た
。
７
月
以
降
の
本
格
的
な

収
穫
乾
燥
作
業
へ
の
移
行
も
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
予
想
さ
れ
ま

す
。

（
現
地
確
認
中
の
農
業
委
員
さ
ん
）
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平
田
村
農
業
委
員
会
だ
よ
り

～
農
業
者
年
金
の
特
徴
・
メ
リ
ッ
ト
～

☆
編
集
後
記
☆

今
年
の
梅
雨
は
、
空
梅
雨
で
連
日

の
猛
暑
続
き
で
農
作
業
も
大
変
苦
労

し
ま
し
た
が
、
好
天
の
甲
斐
が
あ
っ

て
今
年
の
「
米
」
の
作
柄
は
一
週
間

程
度
進
ん
で
お
り
実
り
の
秋
を
待
つ

ば
か
り
で
一
安
心
で
す
。
し
か
し
な

が
ら
、
今
年
度
も
県
下
一
斉
に
「
米
」

の
セ
シ
ウ
ム
全
量
検
査
を
実
施
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
日
も
早
く
、

安
心
安
全
な
農
産
物
で
有
る
こ
と
が

理
解
さ
れ
た
い
も
の
で
す
。

広
報
専
門
委
員
会

佐

藤

四

郎

子
牛
セ
リ
、
高
値
で
推
移

葉
た
ば
こ
作
柄
調
査

農業の経営とくらしに役立つ

情報 をお届けする

●毎週金曜日発行

●B3版8～10貢建

●購読料:月700円[送料,税込み]

◇購読のお申し込みは、お近

くの農業委員または村農業委

員会事務局までお願いします

老
後
に
備
え
て

農
業
者
年
金

に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
た
い
、
も
っ
と

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
左
記
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
55
―
３
１
１
５

平成２７年度優良基礎肉用雌牛導入事業

宮
崎
県
か
ら
素
牛
15
頭
を
導
入

今
年
度
の
優
良
基
礎
肉
用
雌
牛
導
入
事
業
（
通
称
：
県
外

導
入
事
業
）
に
伴
う
素
牛
の
買
い
付
け
が
、
７
月
11
日
～
15

日
の
５
日
間
、
宮
崎
県
の
「
宮
崎
中
央
家
畜
市
場
」
・
「
南

那
珂
地
域
家
畜
市
場
」
・
「
宮
崎
都
城
家
畜
市
場
」
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。

繁
殖
を
目
的
と
し
た
雌
牛
15
頭
を
購
入
し
、
貸
付
決
定
さ

れ
た
畜
産
農
家
に
は
、
７
月
17
日
と
19
日
の
２
日
間
で
Ｊ
Ａ

あ
ぶ
く
ま
石
川
畜
産
セ

ン
タ
ー
に
て
引
渡
を
し

ま
し
た
。

今
回
導
入
し
た
雌
牛

は
、
主
に
糸
桜
系
の
美

穂
国
や
気
高
系
の
勝
平

正
で
、
母
体
能
力
の
高

い
系
統
で
あ
り
、
平
田

村
の
家
畜
改
良
に
更
な

る
期
待
が
膨
ら
み
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
畜
産

専
門
委
員
会
と
し
て
も

今
後
の
畜
産
振
興
に
期

待
し
て
い
ま
す
。

農
地
転
用
に
は
許
可
・
届
出
が
必
要
で
す

農
地
転
用
と
は

農
地
を
住
宅
や
倉
庫
等
の
建
物
敷

地
、
資
材
置
き
場
、
駐
車
場
、
道
路

等
農
地
以
外
の
用
途
に
転
換
す
る
こ

と
で
す
。

許
可
の
可
否
に
つ
い
て

農
地
転
用
許
可
基
準
は
、
平
成
21

年
の
農
地
法
改
正
に
よ
っ
て
、
そ
れ

以
前
に
比
べ
、
大
幅
な
厳
格
化
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
以
前
転
用
で
許

可
さ
れ
た
土
地
に
類
似
す
る
条
件
の

土
地
で
あ
っ
て
も
現
在
は
許
可
さ
れ

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

一
時
的
な
も
の
も
含
め
、
農
地
を

農
地
以
外
の
目
的
で
利
用
す
る
場
合

は
、
事
前
に
許
可
の
見
込
や
、
必
要

な
手
続
き
等
に
つ
い
て
農
業
委
員
会

に
ご
確
認
下
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

農
業
委
員
会
事
務
局

☎
55
―
３
１
１
５

農地パトロール

を行います

「地域の農地は地域で守

る」という意識のもと今

年も遊休農地の実情を知

るため、農業委員が村内

をパトロールします。

・平成27年9月18日（金）

・午後1時～

・村内一円




